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神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川総合産業高等学校長（全日制）  

令和７年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①課題研究による探究
する力を育成するシス
テム構築 
②４系、１分野の教育
目標の確立と総合産業
科としての特色ある教
育課程の実現 
③国際理解教育と先端
情報教育の基礎を身に
付ける教育課程の編成 

①必修化した課題研究 I
を意義深いものにする。 
②総合産業科目に策定さ
れた教育目標と生徒育成
目標を反映させ、実践す
る。 
③国際理解教育や情報教
育の学習活動を充実させ
て積極的に取り組んでい
く。 

 

①発生する問題に対し、組
織的に対応するとともに、
次年度に向けての改善点を
整理する。 
②各系・分野の目標と総合
産業科の科目との関連づけ
について検討する。 
③国際教育に関するプログ
ラムの推進・充実を図る。 
③「情報」関連科目の領
域・分野と履修モデルへの
接続・位置づけの確定に努
める。 

①諸問題を解決し、1 年間
を通して課題 Iを実施でき
たか。 
①来年度への課題を挙げる
ことができたか。 
②策定された目標と各科目
の学習目標との内容を検
討・精選できたか。 
③オンライン等を活用し、
８割以上の生徒が参加でき
たか。 
③新規開講科目の準備や教
材開発を進めることができ
たか。 

①発表会等で充実した内
容の研究成果が発表され
た。 
②前年度策定した各系・
分野の教育目標や生徒育
成目標に照らし合わせ、
実際の学習内容や学習活
動との関連性を整理し、
達成に向けての授業研究
や授業デザインの設計を
行った。 
③様々な国際理解教育の
イベントを開催し、のべ
400 人強の生徒が参加し
た。それ以外にも長期留
学生を受け入れクラスメ
ートとなった生徒が 150
人、さらに同じ授業を受
けて関わった生徒も多数
見られた。 
③ＤＸハイスクール事業
の一環として、カリキュ
ラムの整備を行い、情報
科・電気科それぞれでＤ
Ｘ対応科目を開講でき
た。 

①必修化に伴い、課題
研究 I とⅡの接続がど
うなるか見守る必要が
ある。 
②教科全体の取り組み
にするための仕組みづ
くり、進路・職業選択
への繋げ方の検討、主
体的協働的な態度を養
うためのさらなる授業
改善等の取り組みが必
要である。 
③任意参加行事が多い
という事業の性格上、
何割が参加したかとい
う割合を測ることは困
難であるが、実績の整
理や総括を行いたい。 
③来年度開講予定のＤ
Ｘ対応科目の準備を進
めると同時に、既存科
目の内容の充実も合わ
せて改善を進めてい
る。 

「教育課程」について
は、基礎学力の定着を
重視しつつ、生徒の理
解度に応じた指導や補
習体制の充実が重要で
ある。 
また、ＤＸの推進によ
り、ＩＣＴを活用した
授業や学習支援が進ん
でいることは、生徒の
学習意欲向上にもつな
がると期待している。 
 

①日ごろの授業で取
り組んだ研究成果を
研究成果発表会で報
告することできた。 
②教育目標や生徒育
成目標に準じた学習
内容や教育活動との
関連性を整理し、授
業改善に向けた計画
を立案することがで
きた。 
③年間を通して国際
理解教育のイベント
を企画・開催するこ
とができた。また、
長期留学生を受け入
れた結果、生徒から
も好評であった。 
③ＤＸハイスクール
事業に対応したカリ
キュラムを構築する
ことにより対応する
科目を開講すること
ができた。 
 
 

①必修化に伴う科
目など今後も引き
続き検討が必要で
ある。 
②今後も教育目標
や生徒育成目標に
対応するために各
教科や進路指導・
職業選択など生徒
に合った授業改善
等に取り組む。 
③各種イベントは
任意参加での企画
が多いが積極的に
参加する生徒の増
加を目指す。 
③先行してＤＸ対
応科目の開講準備
や授業内容の計画
を進めるととも
に、既存科目の内
容についても関連
性の充実を図って
いく。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①生徒一人ひとりの豊
かな人間性を育み、社
会性を身に付ける学校
行事の実施 
②生徒理解に基づく生
徒指導や支援、教育相
談体制の確立 

①各学校行事の目的と開
催時期を引き続き整理
し、行事の内容をより教
育目標に合わせるための
検討をする。 
②生徒支援体制と教育相
談体制の見直しを図る。 

①学校行事の目的・目標を
明示し、教育活動としての
学校行事の意識を高める。 
②各年次、SC、SSW 等の連
携体制の強化を図り、生徒
心得の周知徹底に努める。 

①学校行事の目的、目標を
生徒および職員に明示し、
教育活動として意識した学
校行事が行えたか。 
②退学者、生徒指導件数が
減少したか。 

①学校行事では、教職員
から学校教育目標を意識
した教育活動を実施する
ことができた。全職員の
協力の下で充実した学校
行事が行われた。 
②ＳＣ、ＳＳＷへの相談
件数は非常に多く、担任
と教育相談コーディネー
ターの連携強化が図られ
た。 

①行事の実施時期につ
いては引き続き検討が
必要である。また、カ
リキュラムマネジメン
トを意識した学校行事
へとよりよい学校行事
のあり方を引き続き考
えていきたい。 
②指導件数は昨年と同
様の水準だが、危機管
理の低下による指導内
容が多かった。 
 

学校生活で不安や悩み
を抱える生徒も多いた
め、安心して相談でき
る体制づくりが重要で
ある。 
生徒向け講演会につい
ては、現在３年次対象
は１回のみとなってい
る。回数を増やすこと
を検討してはどうか。
例えば、卒業後の将来
に関わる「年金講話」
など。 

①教育活動を活性化
するために学校行事
では、目的や目標を
明確にして、全生
徒・全職員で協力し
ながら充実した学校
行事を実施すること
ができた。 
②教育相談など生徒
や保護者への周知に
努めた結果、ＳＣ、
ＳＳＷへの相談件数
が多くなり、教育相
談コーディネーター
の連携強化を図るこ
とができた。 

①各学校行事の実
施時期や行事のあ
り方、行事内容に
ついて引続き検討
が必要である。 
②相談内容や指導
件数は昨年と同様
の内容や水準だ
が、各年次によっ
て取扱う内容が異
なるため、今後も
学校全体として最
新情報を共有する
ように努める。 

３ 進路指導・支援 

①総合産業科としての
進路指導目標の策定 
②３年間を見通したキ
ャリア支援計画の策定 
③生徒の希望する進路
の実現 

①総合産業科で育まれる
進路実現に必要な力(能
力・態度等)の明確化す
る。 
②３年間の進路計画の策
定をする。 
③進路希望の把握と組織
的な進路支援体制の確立
図る。 

①各教科・科目で学ぶこと
で得られる能力を明文化す
る。 
②３年間の進路指導計画の
策定をする。 
③進路ガイダンスの組織的
な計画を行い実施する。 

①各教科・科目で学ぶこと
で得られる能力を言語化で
きたか 
②進路行事を体系化して、
全職員・生徒・保護者へ発
信できたか。 
③生徒の進路希望が実現で
きか。 

①②それぞれの骨格を策
定し、教科および全職員
と共有することができ
た。 
③生徒の進路希望を概ね
実現することができた。 

①②それぞれ明文化お
よび策定したもののブ
ラッシュアップを重
ね、生徒・保護者に発
信していきたい。 
③全職員共通理解のも
と、各年次の状況に合
わせた進路支援体制の
確立を考えていく必要
がある。 

進路指導については、
進学・就職に向けた情
報提供や面談の機会が
生徒の安心につながる
と感じている。 

①②総合産業科とし
て進路実現に向けた
取り組みを全職員と
共有することができ
た。 
③生徒の進路希望の
把握と組織的な進路
支援体制の確立が概
ね実施することがで
きた。 

①②今後も進路活
動について生徒・
保護者に情報発信
していきたい。 
③今後も学校全体
で進路支援体制を
整え、生徒の進路
希望が実現できる
ように取り組む。 
 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月９日実施） 

総合評価（３月27日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①地域の小中学校や自
治会など近隣地域との
連携 
②学校の情報を広く地
域に発信 
③近隣の大学（研究機
関・企業）等との連携 

①コミュニティスクール
を利活用するとともに、
地域および他校種との連
携を図る。 
②ＨＰ等により学校の取
組や生徒の様子を多く情
報発信していく。 
③大学等との連携事業
（授業等）に努める。 

①自治会等への催し物・ボ
ランティア活動へ積極的に
参加する。また、学校紹介
講話などで他校種と連携
し、近隣地域との繋がりを
強くする。 
②ホームページの運用を学
校全体で行い、更新頻度を
高める。 

①各種行事の開催、地域へ
のボランティア活動へ参加
等が実施できたか。 
②複数校の中学校への学校
紹介を実施し、地域と連携
することができたか。 
③行事毎にＨＰの更新を実
施できたか。 

①地域連携活動として、
７月と11月の地区のお祭
りに参加し、本校ジャズ
バンド部の演奏や大道芸
部の披露を行った。文化
祭では自治会の展示を行
うなど、学校と近隣地域
との繋がりを持つことが
できた。 
②本年度は、中学校６校
の進路講演会講師として
学校説明を行い、本校の
特色をアピールした。 
③各行事をＨＰに掲載
し、教育活動の現状を広
域に発信することができ
た。 

①本年度実施できなか
った小学生や中学生向
けの出前授業や体験教
室を検討し、ものづく
りや情報の発信拠点と
しての役割を、さらに
広く周知していく必要
がある。 
②学校の特色をアピー
ルする場として、中学
校の進路講演会への参
加数をより多くしてい
くために、周知活動が
必要である。 
③行事をHPに掲載する
ことはできたが、より
本校の魅力的な内容が
広く伝わるよう、内容
を精査していきたい。 
 

学校が地域社会とつな
がりを持つことが、生
徒にとって貴重な学び
や経験につながると感
じている。 
地域行事や外部機関と
の連携を通じて、生徒
が社会と関わる機会が
増えることを期待す
る。 
生徒支援グループが実
施している「スケアー
ドストレート交通安全
教室」を毎年開催して
いるのであれば、中学
校の生徒にも見学の機
会を提供することで、
地域等との協働の促進
につながる。 

①例年実施している
近隣地域との連携活
動について定着して
きたと感じている。
今後は、広域地域か
らの連携活動を図っ
ていきたい。 
②引続き、中学校と
の連携を深め、進路
講演会講師などを通
して本校の魅力特色
や学校紹介に努めた
い。 
③広報活動の一つと
して学校ＨＰを活用
し、教育活動や学校
行事など最新情報を
広域に発信してい
く。 

①小学生や中学生
向けの最新情報を
発信して、さらに
広域に広報活動す
る必要がある。ま
た、体験授業など
も活用して、もの
づくりの発信拠点
として努めたい。 
②本校から小学校
や中学校へ積極的
に魅力特色をアピ
ールして、周知活
動を向上させた
い。 
③学校ＨＰの活用
方法について精査
し、本校の魅力特
色が広域に伝わる
ような内容検討が
必要である。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①事故・不祥事の未然
防止と教職員の実践的
指導力の向上 
②生徒の防災意識の向
上と防災教育の推進、
学校の安全管理体制の
確立 
③学校行事の目的と実
施体制・時期の整理 
④教員の働き方改革、
ライフワークバランス
の推進 

①事故・不祥事防止に努
める。 
②防災訓練の実施と防災
教育の推進を図る。 
③学校行事の目的や実施
体制・実施時期について
整理し確立に努める。 
④働き方改革に向けた業
務の効率化を目指す。 

①啓発資料を活用して不祥
事防止会議を開催し職員へ
周知する。 
②防災訓練の実施に向けた
学校の安全管理体制点検を
行う。 
③式典の充実に向け、関係
グループと連携を密にして
行事を円滑に運営する。 
④グループ間連携の充実を
図る。 

①事故・不祥事がゼロであ
たか。 
②防災教育を実施できた
か。大規模災害を想定した
生徒・教員等の学校関係者
が連携した訓練を実施でき
たか。 
③式典などが円滑に運営で
きたか。 
④グループ間の連携は推進
できたか。 

①啓発資料を活用して職
員に周知することができ
た。 
②10 月に地震発生に伴う
火災を想定した避難訓練
を実施し、ＤＩＧ研修で
は、ロイロノートを活用
し実施できた。 
③式典関係は、関係グル
ープと連携し円滑に実施
できた。 
④各グループ間での業務
連携を図ることができ
た。 
 

①事故・不祥事防止に
努めることができた。 
②避難訓練に要する時
間が短縮できそうであ
る。 
③式典では、準備段階
でさらに円滑に運営し
ていく必要がある。 
④中長期的な計画を立
てながら連携推進する
ことができた。 

災害時を想定した「ロ
イロノート」の活用等
の非常時にも学びを止
めない体制づくりが進
められていることは評
価できる。今後も、安
心で安全な学校運営の
継続を期待する。 

①事故・不祥事防止
会議などで啓発資料
を活用して周知する
ことができた。 
②生徒の防災意識の
向上に努めた。ＤＩ
Ｇ研修を実施するこ
とができた。 
③学校全体で式典関
連に取り組み実施す
ることができた。 
④今後も各グループ
間での業務連携を強
化していきたい。 
 

①今後も事故・不
祥事防止に努め
る。 
②充実した防災教
育を実施するため
に具体的な内容を
再度検討する必要
がある。 
③今後も学校行事
の実施時期や目的
について継続して
検討する。 
④働き方改革に向
け業務の効率化を
図りたい。 

 

 


